
ＬＳ２レベル 
 

施設等について満たすべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
実験区域（遺伝子組換え実験を実施する区域であって、それ以外の区域と明確に区別でき

るもの。以下同じ。）が設けられていること。 
 

２ 

培養設備等については、遺伝子組換え生物等がその外部に流出されず、かつ、閉じたまま

でその内部にある遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講ずることができるも

のであり、及び当該培養設備等に直接接続する回転シール、配管弁などの部品は、遺伝子

組換え生物等がその外部に排出されないものであること。 

 

３ 
排気設備については、培養設備等からの排気が、ヘパフィルター又はこれと同等の除菌効

果を有する機器を通じて排出されるものであること。 
 

４ 

実験区域に研究用安全キャビネット又はこれと同等の拡散防止の機能を有する装置（以下

「研究用安全キャビネット等」という。）が設けられていること（エアロゾルが生じやす

い操作をする場合に限る。）。 

 

５ 
研究用安全キャビネット等を設ける場合には、検査、ヘパフィルターの交換及び燻蒸が、

当該研究用安全キャビネット等を移動しないで実施することができるようにすること。 
 

６ 
遺伝子組換え生物等を不活化するために高圧滅菌器を用いる場合には、実験区域のある建

物内に高圧滅菌器が設けられていること。 
 

７ 
培養設備等及びこれと直接接続する機器等については、これらを使用している間の密閉の

程度を監視するための装置が設けられていること。 
 

 

 

遺伝子組換え実験の実施に当たり遵守すべき事項 

拡散防止措置の内容 ✓ 

１ 
遺伝子組換え生物等を含む廃棄物（廃液を含む。）については、廃棄の前に遺伝子組換え

生物等を不活化するための措置を講ずること。 
 

２ 

遺伝子組換え生物等が付着した設備、機器及び器具については、廃棄又は再使用（あらか

じめ洗浄を行う場合にあっては、当該洗浄。）の前に遺伝子組換え生物等を不活化するた

めの措置を講ずること。 

 

３ すべての操作において、エアロゾルの発生を最小限にとどめること。  

４ 

実験区画以外の場所で遺伝子組換え生物等を不活化するための措置を講じようとすると

きなど、実験の過程において遺伝子組換え生物等を実験区画から持ち出すときは、遺伝子

組換え生物等の漏出や、拡散が起こらない構造の容器に入れること。 

 

５ 
遺伝子組換え生物等が付着し、又は感染することを防止するため、遺伝子組換え生物等の

取扱い後における手洗い等必要な措置を講ずること。 
 

６ 実験の内容を知らない者が、みだりに実験区画に立ち入らないための措置を講ずること。  

７ 

① 培養設備等に遺伝子組換え生物等を植菌するとき、 
② 培養設備等から遺伝子組換え生物等を試料用として採取するとき、 
③ 培養設備等から遺伝子組換え生物等を他の設備又は機器に移し替えるとき、 
は、遺伝子組換え生物等の漏出や、拡散が起こらない構造の容器に入れ、又は同様の構造

の配管を用いることとし、培養設備等などの設備及び機器、当該容器の外壁並びに実験区

域の床又は地面に遺伝子組換え生物等が付着したときは、直ちに遺伝子組換え生物等の不

活化を行うこと。 

 



８ 

エアロゾルが生じやすい操作をするときは、研究用安全キャビネット等を用いることと

し、当該研究用安全キャビネット等については、実験を行った日における実験の終了後に、

及び遺伝子組換え生物等が付着したときは直ちに、遺伝子組換え生物等を不活化するため

の措置を講ずること。 

 

９ 
培養設備等及びこれと直接接続する機器等を使用しているときは、これらの密閉の程度に

ついて、常時、監視装置により確認すること。 
 

10 実験区域及び保管設備に、「ＬＳ２レベル大量培養実験中」と表示すること。  

 


